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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに 既報 1)では，政令指定都市を対

象に滞在型市民農園（以下，KG）利用の容易

さについて分析し，九州地方などでは KGが政

令指定都市に近在せず，しかも少数区画しかな

いため，政令指定都市に在住している都市住民

にとっては KG が利用しづらい状態にある

（KG を新設できる可能性が高い）旨を述べた。

本報は既報の考えを発展させ，KG の利用者

は一般に都市住民であり，その大半が DID に

居住していると考えることにする。その上で，

KG にとっての利用者獲得性の評価を目的とし

て，全国各地の KG から見た DID への距離お

よびその人口との関係について分析する。

２．分析の方法２．分析の方法２．分析の方法２．分析の方法 既報 1)に則り，Li km の位置

にある DIDi の距離に応じた値と人口 pi とを乗

じ，その総和を KG A の区画数 xA で除するこ

とにより，KG A における人口と距離を考慮し

た 1 区画あたりの指数 DAを求める。なお，距

離に応じた値については，KG から 30 km に位

置する DID を 1，150 km を 0 とし，その間は

距離の 2乗に反比例させることにする（式式式式 1）。

・・・式式式式 1

DA が大きいほど，KG A が DID に居住する住

民を利用者として獲得しやすいことを意味する。

なお，本報で使用する KG は，既報 1)と同様

に 2011 年時点の全数（n=76）とする。また

DID の人口・位置データは，2010 年国勢調査

人口集中地区 2)を使用する。ちなみに 2010 年

時点で DID は日本の面積の約 3 ％に相当し，

そこに人口の 67.3％が集中している。Liは KG

の管理棟から DIDi の面積重心の距離とする。
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３．結果と考察３．結果と考察３．結果と考察３．結果と考察 DA の最大値はおくたま海沢

ふれあい農園（東京都）の 1,879,466，最小値

は緑が丘 KG（長野県）の 8,029だった。以下，

各 KG の DAを緑が丘 KG の値で除した値（以

下，DID指数）を用いて比較することにする。

((((1)))) DID 指数の分布指数の分布指数の分布指数の分布 結果を Fig.1 に示す。な

お，図には KG個々の名称を示さず，所在都道

府県と，各都道府県における開設順で表した。

DID 指数の最大値は 234，中央値は 25 だっ

た。中でも 110 程度以上の KG は一部（10 地

区，13%）に過ぎず，その多くは首都圏，名古

屋，京阪神の三大都市圏に見られた。

大半の KG で DID 指数は 55 程度以下だった

（62 地区，82%）が，中でも 20 未満の KG が

31 地区（41%）あった。それらは，①周辺の

DID 人口が少ないか，②区画数が多いか，が

理由である。特に長野県に値が小さい KGが多

く（長野県の 20 地区のうち 14 地区で DID 指

数が 20未満），その多くが①②を両方満たして

いた。長野県では KGの区画が過密であること

が既報 1)で述べられているが，それに加えて

DID指数が小さいことから，個々の KGは区画

数を充足できるだけの利用者を獲得することが

容易でないことが推察される。

((((2) 空き区画との関係) 空き区画との関係) 空き区画との関係) 空き区画との関係 既報 1)には空き区画を

残す KG（n=22）が示されている。それらの

DID 指数は，空き区画がない KG（n=54）のそ

れに比べて小さいのではないかと考え，

Wilcoxon の順位和検定（片側）を行った。そ

の結果，有意差は見られなかった（p>0.2）。空

き区画の有無は DID指数のみでは判断できず，

既報で述べられているのと同様に，KG からの
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情報発信や，施設やイベントの充実度なども要

因になっていると考えるのが妥当であろう。

本報は科研費（No.24580349）を使用した。
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Fig.1 DID 指数の分布

The distribution of DID index
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